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王
陽
明
の
「
朱
子
晩
年
定
論
」
に
つ
い
て

i
明
末
清
初
朱
陸
論
序
説
1

吉

田

公

平

一
は
じ
め
に

て訓
に

謝
定年

晩
子

味駒醐
明
末
・
東
林
の
醗
将
、
顧
憲
成
（
一
五
五
〇
1
一
六
一
二
）
は
、
い
う
。

　
宏
（
治
）
正
（
徳
）
以
前
は
、
天
下
の
朱
子
を
尊
ぶ
こ
と
、
孔
子
を
尊
ぶ
よ
り
甚
し
。
究
ま
る
や
率
流
し
て
拘
と
な
り
て
、
人
こ
れ
を

　
厭
へ
り
。
是
に
於
て
か
激
し
て
王
子
と
な
る
。
正
（
徳
）
嘉
（
靖
）
以
後
は
、
天
下
の
王
子
を
尊
ぶ
こ
と
、
孔
子
を
尊
ぶ
よ
り
甚
し
。

　
究
ま
る
や
率
流
し
て
狂
と
な
り
て
、
人
ま
た
こ
れ
を
厭
へ
り
。
是
に
於
て
か
転
じ
て
朱
子
を
思
へ
り
。
そ
の
激
し
て
王
子
と
な
る
や
、

　
朱
子
は
謳
け
ら
る
。
そ
の
転
じ
て
朱
子
を
思
ふ
や
、
王
子
は
詔
け
ら
る
。
則
ち
家
中
の
異
、
壷
中
の
同
を
審
か
に
せ
ず
し
て
、
各
々
そ

　
の
見
に
執
し
て
、
過
り
て
抑
揚
を
な
す
に
由
る
。
そ
れ
こ
れ
を
い
か
ん
ぞ
可
な
ら
ん
や
（
経
皐
蔵
稿
巻
十
一
、
日
揮
書
院
記
）

顧
憲
成
の
盟
友
、
高
忠
憲
（
一
五
六
二
一
一
六
二
六
）
も
、
ま
た
い
う
。

　
鳴
呼
、
道
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
や
、
漢
儒
の
訓
詰
に
支
離
せ
り
。
道
の
明
ら
か
な
る
や
、
朱
筆
の
分
合
に
剖
裂
せ
り
。
…
…
。
国
朝
、

　
弘
（
治
）
正
（
徳
）
以
前
は
、
天
下
の
学
、
一
よ
り
出
ず
。
嘉
靖
よ
り
以
来
は
、
天
下
の
学
，
二
よ
り
出
ず
。
一
よ
り
出
ず
る
は
朱
子
を

　
宗
と
す
る
な
り
。
二
よ
り
出
ず
る
は
、
王
文
成
公
の
学
行
な
わ
る
れ
ば
な
り
。
朱
子
の
説
、
大
学
は
多
む
ね
二
程
に
本
つ
く
。
　
（
王
）
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文
成
の
学
の
力
を
得
る
所
は
、
蓋
し
深
く
（
陸
）
子
静
に
契
へ
り
。
蘇
り
て
以
て
二
た
る
所
な
り
（
高
子
遺
書
巻
九
、
王
文
成
公
年
譜
序
）

　
王
陽
明
の
良
知
心
学
が
出
現
し
て
後
、
思
想
界
が
一
変
し
た
こ
と
は
、
こ
こ
で
贅
言
す
る
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
明
末
か
ら
清
初
に
か

け
て
の
思
想
家
に
と
っ
て
は
い
わ
ば
共
通
の
思
想
史
観
で
あ
っ
た
。
顧
・
高
の
右
の
発
言
は
共
に
朱
子
学
者
の
目
か
ら
み
た
表
白
で
あ
る

が
、
こ
の
両
者
の
言
表
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
朱
子
学
と
陸
・
王
学
と
の
対
抗
関
係
で
思
想
史
が
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ

ら
か
じ
め
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　
と
も
あ
れ
、
思
想
界
が
か
く
一
変
し
た
事
態
を
い
か
に
評
価
す
る
か
は
、
思
想
家
各
人
が
抱
懐
す
る
思
想
の
内
実
に
促
さ
れ
た
、
良
知

心
学
に
対
す
る
評
価
と
深
く
関
わ
っ
て
、
各
人
各
様
で
あ
る
が
、
今
、
こ
こ
で
敢
て
そ
れ
を
分
類
す
る
な
ら
、

　
良
知
心
学
の
出
現
を
歴
史
的
必
然
と
み
て
、
新
寺
を
打
開
し
た
も
の
と
評
価
し
、
そ
れ
の
提
起
し
た
問
題
を
積
極
的
に
各
自
が
ひ
き
う

　
け
て
い
こ
う
と
し
た
人
々
、

　
良
知
心
学
は
正
学
斯
道
を
離
反
し
た
異
端
邪
道
と
き
め
つ
け
て
排
斥
し
た
人
々
、

と
に
二
大
別
で
き
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
両
様
の
中
間
に
は
、
良
知
心
学
を
好
意
的
に
迎
え
な
が
ら
も
そ
の
軌
道
修
正
を
企
画
し
た
人

々
や
、
良
知
心
学
を
究
極
的
に
は
否
定
す
る
も
の
の
、
そ
の
提
起
し
た
問
題
は
真
賛
に
う
け
と
め
よ
う
と
し
た
人
々
、
更
に
順
逆
い
ず
れ

に
せ
よ
、
良
知
心
学
と
の
遊
遁
を
契
機
に
よ
り
根
源
に
遡
及
し
て
第
三
の
道
を
模
索
し
た
人
々
な
ど
、
個
別
的
に
み
れ
ば
百
花
斉
放
の
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　

様
を
呈
し
て
い
る
も
の
の
、
両
極
を
大
局
的
に
み
れ
ば
、
先
の
如
く
二
大
別
し
て
大
過
あ
る
ま
い
。
そ
の
証
言
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、

前
者
の
例
と
し
て
一
人
あ
げ
れ
ば
黄
宗
義
（
一
六
一
〇
一
一
六
七
七
）
の
次
の
発
言
、

　
有
明
の
儒
者
、
そ
の
矩
燵
を
失
わ
ざ
る
者
、
亦
た
多
く
こ
れ
有
り
。
而
れ
ど
も
作
聖
の
功
、
（
陳
白
沙
）
先
生
に
至
り
て
始
め
て
明
ら
か

　
な
り
。
（
王
）
文
成
に
至
り
て
始
め
て
大
な
り
（
明
儒
学
案
巻
五
、
白
沙
立
案
）

後
者
の
例
と
し
て
、
清
初
朱
子
学
の
総
帥
、
陸
瀧
其
（
一
六
三
〇
一
一
六
九
二
）
の
次
の
発
言
、

　
そ
の
陽
に
尊
ん
で
陰
に
こ
れ
（
程
朱
）
を
纂
す
る
者
に
至
っ
て
は
、
則
ち
固
に
得
て
尽
く
絶
た
ず
。
蓋
し
、
そ
の
弊
は
、
宋
元
の
際
に



て訓
に

謝
定

年晩
子株

の
明陽

王

　
在
り
て
も
即
ち
こ
れ
有
り
。
馨
れ
ど
も
明
の
中
葉
よ
り
甚
し
き
は
な
し
。
陽
明
の
王
氏
、
良
知
の
説
を
侶
為
し
、
禅
の
実
を
以
て
儒
の

　
名
に
回
し
て
よ
り
す
（
学
術
辮
、
上
）

を
あ
げ
れ
ば
も
は
や
充
分
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
こ
の
陸
朧
其
は
「
明
の
天
下
は
憲
盗
に
亡
び
ず
、
朋
党
に
亡
び
ず
し
て
、
学
術
に
亡
ぶ
」

（
同
）
と
ま
で
い
い
き
っ
て
良
知
心
学
を
非
難
攻
撃
し
た
陽
明
学
排
斥
の
急
先
峯
で
あ
っ
た
。
陸
朧
其
に
限
ら
ず
、
明
末
清
酒
の
朱
子

学
者
の
明
代
思
想
史
観
を
、
誤
解
を
護
れ
ず
に
敢
て
図
式
化
す
れ
ば
、
翌
月
川
・
醇
敬
軒
・
飯
能
斎
・
胡
敬
斎
・
羅
整
奄
・
呂
脛
野
な
ど

を
、
孔
孟
・
朱
子
学
1
1
正
学
路
線
と
み
て
高
く
評
価
す
る
一
方
で
、
陳
白
沙
・
王
陽
明
路
線
を
、
三
子
・
禅
学
・
陸
象
山
学
1
1
異
端
と
み

て
激
し
く
非
難
す
る
。
陸
朧
其
は
、

　
宏
（
治
）
正
（
徳
）
以
前
は
、
則
ち
朱
（
子
学
）
勝
り
、
隆
（
慶
）
万
（
暦
）
以
後
は
、
則
ち
陸
（
象
山
学
）
勝
り
、
嘉
（
靖
）
隆
（
慶
）

　
の
間
は
、
朱
・
陸
争
ひ
て
勝
負
半
ば
せ
り
（
三
魚
堂
日
記
、
上
）

と
も
の
べ
て
、
朱
陸
の
勝
負
で
明
代
思
想
史
を
総
括
し
、
朱
子
学
が
優
位
で
あ
っ
た
明
代
前
期
を
高
く
評
価
し
、
醇
敬
軒
・
胡
敬
斎
な
ど

を
醇
乎
た
る
朱
子
学
者
と
し
て
と
り
わ
け
顕
彰
し
、
後
期
の
朱
子
学
者
の
中
で
は
陽
明
学
を
強
く
た
た
い
た
陳
吉
夢
な
ど
を
称
揚
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
陸
王
路
線
が
隆
盛
を
み
た
隆
慶
万
暦
以
降
を
第
二
期
暗
黒
時
代
と
み
て
（
第
一
期
暗
黒
時
代
は
孟
子
以
後
－
周
程
以
前
）
、

勢
い
、
自
ら
を
朱
子
を
直
接
継
承
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
、
孟
子
が
楊
墨
・
告
子
を
た
た
い
た
如
く
、
朱
子
が
陸
象
山
を
た
た
い
た
如

く
、
王
陽
明
の
良
知
心
学
を
異
端
と
し
て
排
斥
す
る
こ
と
を
焦
眉
の
急
と
し
た
。
こ
の
点
は
、
陽
明
学
に
好
意
的
な
、
例
え
ば
孫
夏
峯

（
一

ﾜ
八
四
一
一
六
七
五
）
が
、
王
陽
明
を
朱
熟
の
学
統
を
継
承
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
（
理
学
聞
伝
序
）
、
ま
た
黄
宗
義
が
、
朱
．
陸
・

王
陽
明
・
二
念
台
の
学
統
を
継
承
す
る
も
の
と
自
ら
を
位
置
づ
け
た
の
と
は
（
孟
子
師
説
巻
七
）
、
鮮
や
か
な
対
比
を
示
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
顧
炎
武
（
＝
ハ
＝
二
一
一
六
八
二
）
は
中
国
思
想
史
を
次
の
如
く
総
括
す
る
。

　
護
れ
道
術
の
分
る
る
や
久
し
。
西
側
よ
り
以
来
、
吾
が
道
の
外
に
別
に
黒
氏
た
り
。
南
宋
よ
り
以
来
、
吾
が
道
の
中
に
自
ら
両
岐
を
分

　
つ
。
又
そ
の
後
、
則
ち
釈
氏
の
精
薙
を
取
り
て
陰
か
に
吾
が
道
の
内
に
附
す
（
陳
白
沙
・
王
陽
明
の
如
き
な
り
）
。
又
そ
の
後
、
則
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



四
四

　
釈
氏
の
名
法
を
尊
ん
で
顕
か
に
吾
が
道
の
外
に
出
ず
（
翼
賛
の
徒
の
如
き
な
り
）
（
日
知
録
巻
二
十
、
竃
場
禁
約
）

こ
こ
で
毒
炎
武
が
、
南
宋
以
後
に
儒
教
が
二
分
岐
し
た
と
い
う
の
は
、
明
ら
か
に
朱
・
陸
の
三
門
を
い
う
。
ま
た
、
陳
・
王
と
李
と
は
陰

顕
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
王
学
の
系
譜
と
と
ら
え
て
い
る
（
日
知
寒
食
二
十
、
朱
子
晩
年
定
論
、
参
照
）
。

　
南
宋
の
人
置
善
は
「
儒
釈
の
二
曹
は
殆
と
迭
ひ
に
盛
衰
を
為
す
を
知
る
」
（
椚
鍛
新
建
上
嬉
々
三
）
と
儒
仏
の
隆
替
を
以
て
思
想
史
を
と

ら
え
て
い
た
。
し
か
る
に
朱
子
以
前
は
儒
仏
論
、
．
朱
子
以
後
は
朱
陸
論
が
論
争
綱
目
で
あ
っ
た
と
端
的
に
指
摘
し
た
の
は
、
陳
清
瀾
の
次

の
発
言
で
あ
る
。

　
朱
子
の
未
だ
出
で
ざ
る
以
前
は
、
天
下
の
学
者
、
儒
仏
の
異
同
の
辮
有
り
。
朱
子
既
に
没
す
る
の
後
は
、
又
、
転
じ
て
朱
陸
の
異
同
の

　
辮
と
為
る
。
此
れ
聖
学
の
顕
晦
の
由
り
て
出
ず
る
所
に
し
て
、
世
道
の
升
呑
の
大
機
な
り
（
学
蔀
通
辮
、
提
綱
）

思
想
界
の
推
移
を
如
実
に
物
語
る
言
表
で
あ
る
が
、
南
宋
以
後
の
思
想
史
を
朱
陸
の
争
い
と
み
る
の
は
陳
清
瀾
の
独
論
で
は
な
い
。
そ
れ

は
朱
陸
以
後
の
儒
学
徒
の
通
論
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
例
を
い
く
つ
か
あ
げ
れ
ば
、
王
門
の
言
表
は
ひ
と
ま
ず
お
く
と
し
て
も
、
王
陽
明
と

同
時
代
の
王
順
渠
（
一
四
八
七
－
一
五
四
七
）
は
、

　
朱
陸
の
辮
は
、
乃
ち
数
百
年
の
未
了
の
一
公
案
な
り
（
順
渠
登
録
巻
九
、
看
林
学
骨
壷
飴
答
問
復
書
）

と
い
い
、
呂
坤
（
一
五
三
六
－
一
六
一
八
）
も
ま
た

　
近
日
の
学
問
は
、
陸
に
帰
せ
ざ
れ
ば
黒
星
に
帰
し
、
陸
を
攻
め
ざ
れ
ば
則
ち
朱
を
呑
む
（
去
偽
輿
脇
巻
五
、
答
姜
養
沖
）

と
い
い
、
孫
夏
峯
も
ま
た

　
朱
陸
の
同
異
、
聚
訟
す
る
こ
と
五
百
年
（
孫
夏
峯
集
巻
九
、
陸
文
安
）

と
い
う
。
王
陽
明
以
後
の
思
想
界
の
推
移
に
限
れ
ば
、
二
丁
園
（
一
六
一
一
一
一
六
七
四
）
の
次
の
発
言
の
如
く
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
そ

　
紫
陽
・
陽
明
の
学
の
如
き
、
百
有
鹸
裁
以
来
、
学
者
の
論
、
紛
ふ
こ
と
聚
訟
の
如
き
は
、
水
火
泳
炭
の
相
得
ざ
る
に
費
し
（
野
禽
全
集
巻

　
六
、
弓
張
白
方
e
）



張
楊
梅
と
て
実
は
陸
王
を
ひ
と
か
ら
げ
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
（
同
巻
四
一
、
備
忘
三
参
照
）
。
清
人
、
三
子
僑
も
ま
た

　
道
学
の
聚
訟
は
、
た
だ
朱
陸
の
異
同
を
始
め
と
な
す
。
五
百
年
来
、
学
者
伝
え
て
口
実
と
な
さ
ざ
る
は
な
し
（
鷲
湖
講
学
会
編
書
見
、
朱

　
陸
同
異
論
）

と
い
う
。
つ
ま
り
、
朱
烹
・
陸
象
山
以
後
の
儒
学
思
想
史
は
、
朱
陸
論
が
軸
と
な
っ
て
論
争
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
儒

学
四
達
に
は
そ
う
意
識
さ
れ
て
い
た
。

　
朱
子
学
・
陸
学
の
両
者
を
ど
う
理
解
し
い
か
に
評
価
す
る
か
。
こ
の
決
判
が
各
思
想
家
の
思
想
構
成
の
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
し
、
ま

た
他
者
批
判
の
視
点
で
も
あ
っ
た
。
朱
陸
士
そ
の
も
の
は
既
に
朱
陸
在
世
時
か
ら
あ
り
、
元
・
明
初
期
に
も
論
議
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
王

陽
明
の
出
現
に
よ
り
画
期
さ
れ
、
こ
の
後
よ
り
二
重
に
亘
る
時
期
こ
そ
激
し
か
っ
た
。

　
今
、
そ
の
全
体
を
叙
述
す
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
と
り
あ
え
ず
、
明
言
清
初
期
の
朱
叢
論
の
起
爆
剤
の
一
つ
で
あ
っ
た
王

陽
明
の
「
朱
子
晩
年
定
論
」
に
焦
点
を
あ
て
て
、
検
討
し
て
お
き
た
い
。
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二
　
道
一
編
と
朱
子
晩
年
定
論

　
朱
子
学
者
は
良
知
心
学
を
激
し
く
論
難
し
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
基
本
的
認
識
と
思
考
方
法
を
異
に
す
る
両
者
間
の
論
争
は
、
と
も

す
れ
ば
す
れ
ち
が
い
に
終
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
特
に
朱
子
学
者
の
論
難
は
、
良
知
心
学
の
本
領
を
理
解
し
き
れ
ぬ
ま
ま
に
、
高
飛
車
な
一

方
的
批
判
に
終
始
す
る
嫌
い
が
あ
り
、
論
争
は
平
行
線
を
た
ど
る
こ
と
を
余
議
な
く
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
中
で
も
、
論
争
の
素
材
が
客
観
的
な
も
の
の
場
合
に
は
、
ま
だ
し
も
交
通
可
能
で
あ
っ
た
し
、
思
わ
ぬ
副
産
物

を
生
ん
で
い
る
。

　
王
陽
明
が
自
説
主
張
の
論
拠
と
し
て
提
供
し
た
客
観
的
素
材
は
「
大
学
古
本
」
と
「
朱
子
晩
年
定
論
」
で
あ
る
。
王
陽
明
が
「
礼
記
」
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所
収
の
「
大
学
」
そ
の
ま
ま
を
「
大
学
古
本
」
と
し
て
提
供
し
た
こ
と
は
、
朱
烹
の
「
大
学
章
句
」
の
恣
意
性
を
白
日
の
下
に
さ
ら
し
、

原
本
「
大
学
」
を
め
ぐ
る
論
議
を
誘
発
し
、
ひ
い
て
は
豊
坊
の
「
石
経
大
学
」
を
導
き
出
し
、
明
末
清
初
思
想
界
に
お
け
る
「
大
学
」
を

め
ぐ
る
喧
し
い
論
議
を
ま
き
お
こ
す
契
機
と
な
っ
た
。
王
陽
明
が
反
朱
子
学
の
自
説
を
主
張
す
る
に
当
り
、
「
大
学
古
本
」
に
着
目
し
た

こ
と
は
秀
れ
た
視
点
で
あ
り
、
そ
れ
は
強
力
な
援
軍
で
あ
っ
た
し
、
朱
子
学
突
き
崩
し
に
充
分
に
そ
の
役
割
を
果
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
も
う
一
つ
の
「
朱
子
晩
年
定
論
」
は
「
大
学
古
本
」
の
如
く
に
援
軍
と
ば
か
り
に
は
な
ら
ず
に
、
む
し
ろ
、
王
陽
明
そ
の

人
と
そ
の
思
想
の
欺
瞳
性
を
暴
露
す
る
こ
と
に
は
や
る
朱
子
学
者
に
、
格
好
の
標
的
を
提
供
し
た
観
さ
え
あ
る
。

　
王
陽
明
は
、
程
敏
政
（
一
四
四
五
生
）
の
「
道
一
編
」
六
巻
（
程
敏
政
の
自
序
は
一
四
八
九
年
、
李
温
の
後
序
は
一
四
九
〇
年
。
因
み

に
王
陽
明
の
十
七
・
八
歳
の
時
）
に
示
唆
を
う
け
て
、
新
た
に
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
編
集
し
た
と
い
う
（
全
書
巻
四
、
心
安
聞
書
）
。

つ
ま
り
、
王
陽
明
は
四
十
三
・
四
歳
位
一
五
一
四
・
五
年
）
の
頃
、
南
京
在
住
時
代
に
、
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
編
集
し
、
そ
れ
を
四
十
七

歳
（
一
五
一
八
年
七
月
）
の
時
に
「
大
学
古
本
」
と
同
月
に
刊
行
し
た
。
翌
八
月
目
は
醇
平
編
「
伝
習
録
し
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
年

は
王
陽
明
が
自
説
を
編
著
の
形
で
公
開
し
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
「
朱
子
晩
年
定
論
」
の
編
集
は
「
道
一
編
」
の
刊
行
に
後
る
こ
と
二

十
五
年
、
そ
の
刊
行
は
二
十
八
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
王
陽
明
以
前
の
朱
座
論
は
、
朱
子
学
一
尊
と
朱
陸
調
和
論
の
争
い
で
あ
る
。
こ
の
調
和
論
の
総
決
算
が
程
敏
政
の
「
道
一
編
」
で
あ

　
ユ
　

る
。
「
道
一
編
」
以
前
の
常
陸
調
和
論
は
、
両
者
の
思
想
、
特
に
尊
徳
性
・
道
問
学
の
工
夫
実
践
論
を
漠
然
と
両
落
折
中
し
た
調
和
論
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
程
敏
政
の
「
道
一
編
」
の
き
わ
だ
っ
た
特
色
は
、
朱
陸
の
両
者
が
、
早
年
U
相
異
（
巻
三
）
中
年
“
疑
心
相
半

（
巻
四
）
晩
年
1
1
同
一
（
巻
五
）
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
の
下
に
、
両
者
の
書
簡
を
編
集
し
て
、
い
わ
ば
、
両
者
、
と
り
わ
け
朱
蕪
の
思

想
が
、
順
次
発
展
成
熟
し
た
と
と
ら
え
、
あ
ま
っ
さ
え
、
朱
烹
の
定
論
は
晩
年
に
こ
そ
あ
り
、
そ
れ
は
陸
象
山
と
同
一
で
あ
っ
た
と
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
所
に
こ
そ
あ
る
。
こ
の
点
は
、
程
敏
政
の
創
見
で
あ
る
。
（
な
お
、
巻
一
は
朱
陸
往
復
書
簡
集
、
巻
二
は
朱
陸
の
応
酬
の
詩
、
巻
六
は

宋
元
の
朱
陸
調
和
論
の
総
集
で
あ
る
）
。
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こ
の
「
道
一
端
」
に
示
さ
れ
た
、
朱
子
晩
年
定
論
の
構
想
を
借
用
し
て
、
朱
烹
の
書
簡
だ
け
、
そ
れ
も
王
陽
明
が
晩
年
の
も
の
と
考
え

た
三
十
四
通
を
編
集
し
、
最
後
に
呉
草
嘘
の
「
尊
徳
芸
道
語
学
斎
記
」
を
附
録
し
た
の
が
、
王
陽
明
の
「
朱
子
晩
年
定
論
」
で
あ
る
。
，

　
と
こ
ろ
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
「
道
一
編
」
「
朱
子
晩
年
定
論
」
い
ず
れ
も
収
録
す
る
書
簡
の
執
筆
年
次
を
考
証
し
な
い
ま
ま
に
編
集

さ
れ
た
。
そ
の
た
あ
に
、
後
に
証
書
は
共
に
朱
子
学
者
か
ら
、
歴
史
事
実
を
歪
曲
し
た
杜
撰
な
も
の
と
、
て
き
び
し
く
非
難
さ
れ
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
。
「
道
一
編
」
は
た
し
か
に
「
朱
子
晩
年
定
論
」
と
こ
み
で
徹
底
的
に
反
論
さ
れ
た
。
し
か
し
、
両
者
に
対
す
る
朱
子
学
者
の
攻
撃
姿

勢
に
は
自
ら
軽
重
が
あ
る
。
程
敏
政
は
「
道
一
編
」
で
朱
陸
調
和
論
を
展
開
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
、
両
学
を
超
克
し
た
独

自
の
思
想
体
系
を
準
備
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
朱
子
学
者
の
程
敏
政
批
判
は
そ
の
朱
子
学
理
解
の
誤
謬
を
糾
弾
す
れ
ば
そ
れ
で
充
分
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
朱
子
学
に
昂
然
と
反
旗
を
翻
し
、
陸
象
山
を
顕
彰
し
た
王
陽
明
は
、
単
に
左
朱
生
塗
に
局
跨
し
た
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、
独
自
の
心
学
体
系
を
樹
立
し
た
上
で
の
、
時
流
に
対
す
る
一
つ
の
態
度
表
明
で
し
が
な
か
っ
た
。
朱
子
学
者
に
と
っ
て
は
、
一

世
を
風
靡
し
た
良
知
心
学
こ
そ
が
そ
れ
こ
そ
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
や
っ
き
に
な
っ
て
良
知
心
学
批
判
を
展
開
す
る
際
、

そ
の
張
本
人
で
あ
る
王
陽
明
の
人
と
学
問
の
う
ち
自
信
に
満
ち
て
、
格
好
の
標
的
に
し
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
「
朱
子
晩
年
定
論
」
で
あ
っ

た
。
だ
か
ら
、
「
道
一
編
」
は
「
朱
子
晩
年
定
論
」
と
こ
み
で
論
難
さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
「
朱
子
晩
年
定
論
し
批
判
の
随
伴
現
象
で

あ
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
「
道
一
編
」
は
、
そ
れ
に
刺
戟
さ
れ
た
、
他
で
も
な
い
王
陽
明
の
「
朱
子
晩
年
定
論
」
が
出
現
し
た
か
ら
こ

そ
、
狙
上
に
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
あ
ら
た
め
て
、
「
道
一
編
」
に
対
し
て
「
朱
子
晩
年
定
論
」
の
独
自
性
は
何
か
、
と
い
え
ば
、
ま
ず
第
一
に
、
陸
象
山
と
の

調
和
並
列
論
と
い
う
形
を
と
ら
ず
に
、
朱
烹
一
人
の
晩
年
定
論
を
編
集
し
た
こ
と
。
第
二
に
、
朱
烹
の
晩
年
定
論
の
書
簡
を
選
択
す
る
に

当
っ
て
、
「
道
一
編
」
巻
上
（
早
年
）
の
一
通
、
巻
四
（
中
年
）
の
一
通
、
巻
五
（
晩
年
）
の
八
通
、
す
べ
て
十
通
の
書
簡
と
同
じ
も
の
を

採
択
す
る
も
の
の
、
更
に
新
た
に
「
朱
子
文
集
」
よ
り
二
十
四
通
を
採
録
し
た
こ
と
。
第
三
に
、
呉
草
盧
の
一
文
を
巻
末
に
附
録
し
た
こ

と
。
以
上
の
三
点
が
形
式
上
の
独
自
性
と
、
ど
り
あ
え
ず
は
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

　
そ
こ
で
、
右
の
三
点
を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た
い
。
第
三
点
。
呉
草
鷹
の
「
尊
徳
嬉
嬉
問
雲
斎
記
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
「
道
一
編
」

十
四
に
指
摘
が
あ
り
、
ま
た
、
程
敏
政
の
別
体
「
心
経
附
註
」
（
程
敏
政
の
自
序
・
後
序
、
雲
脚
の
後
序
は
一
四
九
二
年
）
巻
四
に
こ
の
一

文
を
約
半
分
に
節
略
し
て
収
録
し
て
い
る
。
王
陽
明
は
呉
草
本
の
こ
の
一
文
を
附
録
す
る
に
当
っ
て
も
っ
と
も
ら
し
い
前
書
き
を
認
め
て

い
る
が
、
そ
の
節
略
の
仕
方
は
程
敏
政
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
最
後
に
附
録
す
る
形
式
も
「
道
一
編
」
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
強
い

て
独
自
性
を
あ
げ
れ
ば
、
「
道
一
編
」
巻
六
に
附
録
さ
れ
た
、
程
敏
政
以
前
の
朱
珍
調
和
論
、
虞
道
園
、
鄭
白
白
、
鄭
師
山
、
趙
東
山
の

文
を
す
て
て
、
「
心
経
附
註
」
所
載
の
呉
浮
管
の
一
文
の
節
略
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
こ
こ
に
附
録
し
た
こ
と
で
あ
る
。
王
陽
明
の
前
書

は
こ
の
採
択
の
意
図
を
表
白
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
点
。
程
敏
政
は
、
朱
烹
の
晩
年
の
定
論
調
朱
満
管
同
の
書
簡
と
し
て
十
五
通
を
「
道
一
編
」
巻
五
に
収
め
た
。
王
陽
明
は
そ
こ
か
ら

八
通
を
採
択
し
た
。
そ
の
う
ち
四
通
の
採
択
の
仕
方
は
「
道
一
編
」
に
同
じ
。
他
の
四
通
は
そ
の
節
略
の
仕
方
に
多
少
の
出
入
が
あ
る
。

採
択
さ
れ
な
か
っ
た
七
通
は
、
程
敏
政
が
「
晩
同
」
の
証
拠
に
あ
げ
は
し
た
も
の
の
、
し
か
し
、
そ
こ
に
は
朱
烹
の
悔
悟
の
表
白
が
な
い

が
故
に
不
採
択
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
朱
子
晩
年
定
論
序
、
参
照
）
。
逆
に
「
道
一
編
」
が
早
年
・
中
年
と
措
定
し
た
単
三
、
巻
雲
所
収
の

各
一
通
を
採
択
し
た
の
は
、
そ
こ
に
悔
悟
の
表
白
を
み
て
と
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
新
た
に
採
択
し
た
二
十
四
通
も
そ
の
採
択
基
準
は
悔
悟

の
表
白
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
朱
子
晩
年
定
論
」
は
、
「
道
一
編
」
の
朱
儒
早
異
晩
同
論
か
ら
、
朱
子
晩
年
悔
悟
1
1
定
論
に
採
択
基
準
を
転

換
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
視
角
の
転
換
が
「
朱
子
晩
年
定
論
」
の
基
本
的
特
色
で
あ
る
（
第
一
点
の
独
自
性
に
関
わ
る
の
で
、
後
に
の
べ

る
）
い
い
か
え
る
な
ら
ば
「
朱
子
晩
年
定
論
」
の
編
集
方
針
は
、
朱
学
の
悔
悟
の
表
白
を
採
択
基
準
に
し
た
の
で
あ
っ
て
、
書
簡
の
執
筆

年
次
の
考
証
を
ふ
ま
え
た
確
か
な
論
拠
の
も
と
に
「
晩
年
」
を
決
定
し
た
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
「
道
一
編
」
が
早
年
、
中
年
と

措
定
し
た
書
簡
を
採
択
し
て
い
る
一
事
か
ら
も
明
白
な
の
で
あ
っ
て
、
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
考
え
る
場
合
に
は
と
り
わ
け
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
王
陽
明
の
本
書
編
集
の
意
図
は
そ
こ
に
は
な
か
っ
た
。
（
年
次
考
証
の
点
は
「
道
一
編
」
も
同
様
で
あ
る
。
）
採
択
基
準
の
転

換
と
て
王
陽
明
の
全
く
の
独
創
で
は
な
い
。
程
敏
政
の
、
早
年
未
定
論
一
晩
年
定
論
（
自
序
）
に
示
唆
を
う
け
た
も
の
で
あ
り
、
採
択
作
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も
ま
た
「
道
一
編
」
に
負
う
所
す
く
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
『
朱
子
語
類
』
を
と
ら
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
信
愚
性
を
疑
っ
た
か
ら
で

あ
る
が
、
こ
の
点
も
程
敏
政
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
晩
年
と
は
す
ぐ
れ
て
時
間
的
概
念
で
あ
り
、
晩
年
悔
悟
と
は
全
面
的
自
己
批
判
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
公
刊
し

た
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
編
集
す
る
過
程
で
、
採
録
書
簡
の
年
次
考
証
を
手
抜
き
し
た
こ
と
は
、
事
が
事
だ
け
に
、
い
か
に
も
安
易
な
編

集
で
あ
っ
た
。
仮
り
に
、
決
定
的
な
年
次
考
証
の
上
で
、
晩
年
悔
悟
B
定
論
を
提
示
で
き
て
い
た
な
ら
、
朱
子
学
に
対
し
て
致
命
的
な
打

撃
を
与
え
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
で
は
全
く
な
か
っ
た
が
故
に
、
朱
子
学
者
に
反
撃
す
る
余
地
を
与
え
、
「
朱
子
晩
年
定
論
」
が

逆
縁
と
な
っ
て
、
朱
子
学
者
の
朱
蕪
研
究
を
誘
発
し
、
幾
多
の
副
産
物
を
生
む
こ
と
に
な
る
。

　
第
一
点
。
そ
れ
で
は
、
王
陽
明
が
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
編
集
し
た
意
図
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

　
王
陽
明
は
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
編
集
刊
行
し
た
の
は
、
朱
子
学
者
の
批
判
を
か
わ
す
方
便
で
あ
っ
た
か
の
如
く
の
べ
て
い
る
が
（
全

書
四
四
、
与
安
之
）
し
か
し
、
こ
の
述
懐
を
額
面
通
り
に
受
け
と
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
h
朱
子
晩
年
定
論
序
」
に
お
い
て
王
陽
明
は

次
の
如
く
い
う
。

　
世
の
伝
ふ
る
所
の
集
註
・
或
問
の
類
は
、
乃
ち
其
の
中
年
未
定
の
論
な
り
。
自
ら
餐
め
て
以
て
種
本
の
誤
り
と
為
し
、
改
正
せ
ん
と
思

　
ひ
て
、
未
だ
及
ば
ざ
る
な
り
（
全
書
巻
三
、
及
び
巻
七
）

程
敏
政
が
〈
朱
引
早
年
未
定
論
－
晩
年
定
論
〉
と
措
定
し
た
構
想
を
う
け
つ
つ
も
、
王
陽
明
は
未
定
論
を
中
年
に
ま
で
引
き
あ
げ
て
、
朱

塗
の
思
想
の
精
髄
で
あ
る
「
集
註
」
「
或
問
」
の
類
を
全
て
中
年
未
定
の
論
で
あ
る
と
断
言
し
て
、
当
時
の
思
想
界
に
お
い
て
圧
倒
的
に
受

容
さ
れ
て
い
た
”
朱
子
学
”
を
異
端
で
あ
る
と
き
め
つ
け
、
そ
し
て
、
朱
烹
は
晩
年
に
旧
学
を
全
面
的
に
自
己
批
判
し
、
そ
の
改
正
を
意

図
し
た
が
、
果
し
え
ぬ
ま
ま
に
死
去
し
た
の
だ
と
い
う
（
朱
子
晩
年
定
論
序
、
伝
習
面
上
巻
一
〇
〇
条
参
照
）
。
こ
の
立
論
は
誠
に
巧
妙
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
朱
烹
は
未
定
の
論
を
改
正
し
よ
う
と
意
図
し
た
が
、
遂
に
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
か
ら
に
は
、
今
日
残
さ
れ
て
い

る
朱
烹
の
著
述
言
表
は
全
て
未
定
の
論
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
朱
黒
の
定
論
の
内
容
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
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今
日
も
は
や
皆
目
不
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
。
と
ど
の
つ
ま
り
、
今
日
知
り
う
る
朱
烹
の
定
論
は
、
晩
年
に
自
己
批
判
し
た

こ
と
、
及
び
そ
の
自
己
批
判
の
方
向
性
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
王
陽
明
の
「
朱
子
晩
年
定
論
」
と
は
ま
さ
し
く
こ
の
こ
と
を
立
証
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
朱
子
晩
年
定
論
」
に
お
い
て
は
悔
悟
を
表
白
し
た
自
筆
の
書
簡
の
み
を
編
集
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
際
、
悔
悟
を
表
白
し
て
い
る
書
簡
が
他
事
に
言
及
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
部
分
を
強
引
に
削
除
し
て
、
悔
悟
の
部
分
の
み

を
節
録
し
て
い
る
。
王
陽
明
は
次
の
如
く
公
言
す
る
。

　
予
、
既
に
自
ら
そ
の
説
の
朱
子
に
膠
ら
ざ
る
を
幸
と
す
。
又
、
朱
子
の
、
先
に
我
が
心
の
同
じ
く
然
る
を
得
る
を
喜
び
、
且
つ
、
か
の

　
世
の
学
者
、
徒
ら
に
朱
子
中
年
未
定
の
説
を
守
り
、
復
た
そ
の
晩
年
既
に
悟
る
の
論
を
求
む
る
を
知
ら
ず
。
競
ひ
て
相
喚
臭
し
、
以
て

　
正
学
を
乱
し
て
、
自
ら
は
そ
の
已
に
異
端
に
入
る
を
知
ら
ざ
る
を
牽
く
（
朱
子
晩
年
定
論
序
）

こ
れ
は
、
も
は
や
単
な
る
方
便
で
も
な
く
、
ま
し
て
や
朱
子
学
に
対
す
る
い
さ
さ
か
の
妥
協
で
も
な
い
。
昂
然
と
反
旗
を
翻
し
た
挑
戦
状

で
あ
る
。
こ
こ
で
、
王
陽
明
が
寧
王
震
濠
の
乱
を
平
定
し
、
良
知
説
を
創
唱
し
た
後
、
世
の
心
々
た
る
非
難
を
あ
び
る
中
で
、
そ
の
理
由

を
の
べ
た
際
に
、
回
想
し
た
次
の
発
言

　
私
は
南
京
に
在
住
す
る
ま
で
は
、
な
お
、
い
く
ぶ
ん
郷
　
の
気
持
が
あ
っ
た
（
伝
習
録
巻
下
一
一
二
条
）

を
あ
ら
た
め
て
想
起
し
た
い
。
「
朱
子
晩
年
定
論
」
は
こ
の
南
京
在
住
時
代
に
編
集
さ
れ
た
、
朱
子
学
に
対
す
る
訣
別
宣
言
で
あ
っ
た
。

　
「
道
一
編
」
の
朱
陸
晩
同
論
を
す
て
て
、
朱
烹
一
人
の
晩
年
定
論
を
編
集
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
も
は
や
多
言
を
要
す
ま
い
。
陸
象
山
心

学
に
た
と
え
「
粗
」
な
る
部
分
が
あ
ろ
う
と
も
、
基
本
的
に
そ
れ
と
決
定
的
な
訣
別
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い
わ
れ
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

三
　
晦
翁
学
験
と
閑
關
録
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「
朱
子
晩
年
定
論
」
の
反
響
に
つ
い
て
の
べ
る
前
に
、
次
の
二
つ
の
著
書
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
一
つ
は
、
林
光
の
「
晦
翁
学
験
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
三
光
、
字
は
緯
煕
、
号
は
南
川
・
南
受
。
広
東
の
人
。
一
四
三
九
1
一
五
一
九
。

陳
白
沙
の
門
人
。
別
集
に
「
南
川
泳
馬
田
」
十
四
巻
八
冊
が
あ
る
。
（
広
東
中
山
図
書
館
蔵
。
広
東
文
献
書
目
知
見
録
、
参
照
）
。
白
沙
門

下
第
一
の
高
弟
と
、
白
沙
一
門
の
師
弟
が
こ
ぞ
っ
て
称
讃
し
た
黒
光
の
人
物
と
思
想
に
つ
い
て
は
興
味
尽
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
「
晦
翁

学
験
」
に
つ
い
て
は
、
屈
大
引
著
「
広
東
新
語
」
巻
十
一
、
晦
翁
学
験
。
「
広
東
吉
徴
」
巻
七
、
地
息
。
「
広
東
二
尊
作
者
考
」
高
騰
　
三

光
。
容
肇
祖
著
「
明
代
思
想
史
」
第
三
章
、
陸
学
的
復
活
与
三
献
章
学
派
、
三
、
林
光
。
が
言
及
す
る
が
、
「
晦
翁
学
験
」
そ
の
も
の
は
、

も
は
や
失
な
わ
れ
た
。
幸
い
に
「
晦
翁
学
験
序
」
が
「
南
川
泳
蘂
集
」
巻
二
。
「
広
東
文
体
」
巻
七
。
に
収
め
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

そ
の
主
旨
は
う
か
が
い
う
る
。
（
「
広
東
新
語
」
巻
十
一
、
晦
翁
学
験
。
は
こ
の
「
晦
翁
高
峯
序
」
の
主
旨
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

そ
れ
に
よ
る
と
、
林
光
は
一
四
九
九
年
に
執
筆
に
と
り
か
か
り
、
秋
に
は
草
稿
の
完
成
を
み
た
。
し
か
し
、
一
五
〇
〇
年
二
月
十
日
に
師

の
陳
白
沙
が
死
去
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
一
気
に
定
稿
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
一
五
〇
〇
年
の
夏
に
よ
う
や

く
成
書
し
、
こ
の
年
の
八
月
二
日
に
「
三
思
霊
験
序
」
を
書
き
あ
げ
て
い
る
。
本
書
の
主
旨
、
い
い
か
え
れ
ば
、
林
光
の
朱
烹
理
解
の
骨

子
は
、

　
凡
そ
封
事
及
び
朋
友
の
書
簡
、
門
弟
子
の
答
応
の
間
、
皆
、
先
生
の
手
筆
な
り
。
而
る
に
自
ら
悔
ゆ
る
の
言
、
猶
ほ
屡
屡
こ
れ
を
見
る
。

　
乃
ち
知
る
、
先
生
の
学
、
そ
の
悔
ゆ
る
所
以
の
者
は
、
乃
ち
そ
の
晩
年
の
体
験
を
進
む
る
所
以
な
る
を
。
蓋
し
、
人
知
る
に
及
ば
ず
し

　
て
、
独
り
覚
る
者
有
る
な
り

来
光
も
ま
た
、
朱
墨
は
晩
年
に
悔
悟
し
た
と
み
て
、
そ
の
晩
年
悔
悟
の
説
を
編
集
し
て
「
宝
算
学
験
」
と
命
名
し
た
の
で
あ
る
。
林
光
に

と
っ
て
こ
の
よ
う
な
朱
書
函
解
は
、
師
陳
白
沙
の
理
解
評
価
に
深
く
関
わ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
決
し
て
消
閑
事
で
は
な
か
っ
た
（
南
川
泳

藁
壬
午
二
、
与
言
忌
実
主
事
書
。
一
五
〇
三
年
七
月
一
＝
日
執
筆
）
。
「
晦
官
学
験
」
の
完
成
は
、
「
道
一
編
」
に
語
る
る
こ
と
十
年
。
「
朱

子
晩
年
定
論
」
に
先
立
つ
こ
と
十
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
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新
安
の
人
程
敏
政
及
び
そ
の
「
道
一
編
」
に
つ
い
て
、
林
光
は
一
切
言
及
し
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
「
懸
盤
学
験
」
編
集
の

経
緯
に
つ
い
て
、
遷
幸
は
「
尊
翁
学
里
馬
」
の
外
、
何
も
語
ら
な
い
。
師
友
は
「
晦
翁
学
験
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
さ
え
一
言
も
の
べ
な

・
い
。
そ
の
た
め
、
今
、
こ
の
序
文
以
上
の
こ
と
は
知
る
由
も
な
い
。
王
陽
明
も
ま
た
「
道
一
編
」
に
は
言
及
す
る
も
の
の
「
駐
留
馬
験
」

に
は
全
く
ふ
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら
、
林
学
が
隠
れ
た
思
想
家
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
羅
一
峯
、
荘
定
山
・
耳
元

禎
な
ど
、
師
陳
白
沙
と
交
渉
の
あ
っ
た
俊
秀
と
交
流
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
王
陽
明
の
最
初
期
か
ら
の
全
館
の
一
人
湛
甘
泉
（
一

四
六
六
一
一
五
六
〇
）
が
「
南
川
林
公
墓
表
」
（
南
川
泳
藁
集
巻
之
末
、
国
朝
曇
黙
諾
巻
一
〇
五
）
「
説
林
南
川
先
生
文
」
（
南
川
上
半
集
巻

之
末
、
甘
泉
文
言
巻
十
九
、
甘
泉
文
集
巻
三
十
）
を
著
し
て
「
そ
（
陳
白
沙
）
の
門
を
得
て
入
る
者
は
、
た
だ
南
川
先
生
一
人
の
み
」
（
墓

表
）
と
ま
で
同
郷
同
門
の
大
先
輩
を
顕
彰
し
た
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
師
陳
白
沙
の
顕
彰
に
関
わ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
当
然
の

こ
と
と
い
え
ば
い
え
よ
う
。
も
う
一
人
の
至
要
、
黄
宗
賢
（
一
四
七
七
－
一
五
五
一
）
も
ま
た
林
光
に
親
し
く
教
え
を
う
け
て
い
る
（
石

龍
集
巻
十
五
、
四
壁
南
川
書
〈
一
五
〇
四
年
執
筆
・
、
南
川
泳
藁
集
巻
発
露
に
も
収
録
〉
。
寄
林
南
川
書
。
参
照
）
。
王
陽
明
に
ご
く
近
い
こ

れ
ら
の
人
々
の
間
で
も
そ
れ
な
り
に
注
目
さ
れ
て
い
た
思
想
家
で
あ
っ
た
。
白
沙
門
下
に
林
光
あ
り
と
は
、
当
時
の
識
者
の
い
わ
ば
共
通

認
識
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
林
光
の
学
徳
行
状
を
の
べ
る
師
友
の
文
が
、
い
ず
れ
も
「
晦
翁
学
験
」
に
ふ
れ
な
い
の
は
、
そ
れ

が
既
に
早
く
失
な
わ
れ
た
か
、
も
と
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
か
、
或
は
流
布
し
な
か
っ
た
の
か
、
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
「
晦
翁
学
験
」
の
出
現
は
、
王
陽
明
が
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
主
張
す
る
思
想
環
境
と
し
て
は
、
有
利
で
こ
そ
あ
れ
、
も
し
、
王
陽

明
が
知
り
え
て
い
た
な
ら
、
そ
れ
を
強
い
て
無
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
は
い
か
に
も
考
え
に
く
い
。
「
朱
子
晩
年
定
論
」
出
現

以
後
、
い
や
ま
し
に
朱
陸
論
が
喧
し
く
論
議
さ
れ
、
「
道
一
編
」
「
朱
子
晩
年
定
論
」
の
両
論
に
対
す
る
賛
否
が
と
り
ざ
た
さ
れ
た
中
に
お

い
て
も
、
こ
の
「
晦
翁
学
験
」
は
、
勢
い
、
黙
殺
さ
れ
た
。

　
と
も
あ
れ
、
朱
子
学
を
あ
ま
り
に
も
き
び
し
す
ぎ
る
実
践
論
だ
と
断
じ
た
陳
白
沙
の
門
流
に
お
い
て
も
、
朱
蕪
そ
の
人
が
晩
年
に
及
ん

で
自
ら
の
学
を
悔
悟
し
た
の
だ
と
い
う
朱
子
学
理
解
が
生
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
思
想
界
は
そ
こ
ま
で
動
い
て
い
た
の
で
あ
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陳鵬瑚
る
。
若
年
時
に
苦
い
朱
子
学
体
認
の
挫
折
を
経
験
し
た
王
陽
明
の
、
朱
子
晩
年
悔
悟
H
定
論
と
い
う
朱
子
学
理
解
の
出
現
が
、
全
く
孤
絶

し
た
現
象
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
確
め
て
お
き
た
い
。
」

　
も
う
一
つ
は
、
程
瞳
の
「
閑
關
録
」
十
巻
に
つ
い
て
で
あ
る
。
程
瞳
に
は
「
閑
關
録
」
と
は
別
に
「
新
安
心
繋
録
」
十
六
巻
（
一
五
〇

八
年
自
序
）
が
あ
る
。
新
安
の
人
で
あ
っ
た
程
瞳
が
、
新
安
は
「
程
子
の
掛
り
て
出
ず
る
所
、
朱
子
の
豊
里
」
（
自
序
）
で
あ
る
と
こ
ろ

が
ら
、
新
安
出
身
の
程
朱
の
学
囲
者
＝
二
人
の
授
受
・
行
実
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
閑
開
録
」
は
「
新
青
膚
繋
録
」
執
筆
の

七
年
の
後
、
二
五
一
五
年
に
執
筆
さ
れ
た
。
但
し
、
本
書
が
こ
の
年
に
完
成
し
た
の
か
否
か
は
疑
わ
し
い
。
と
い
う
の
は
、
巻
十
に
一
五

二
三
年
の
記
事
を
含
み
、
自
序
と
十
五
年
半
へ
だ
た
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
、
巻
落
の
按
語
の
冒
頭
の
第
一
条
の
み
が
巻
一
～
巻

九
と
同
様
に
「
瞳
按
」
と
あ
る
の
に
、
第
二
条
以
下
は
「
旧
訳
」
と
あ
る
。
一
旦
は
完
成
を
み
た
後
に
程
瞳
が
補
筆
し
た
の
か
、
後
人
が

加
筆
し
た
の
か
、
傍
証
も
な
く
、
ま
た
巻
十
及
び
子
の
程
讃
洛
の
「
刻
遣
捨
録
後
（
一
五
六
四
年
執
筆
）
に
欠
字
が
あ
り
、
こ
の
疑
問
は

解
氷
し
難
い
。
（
欠
字
は
和
刻
本
も
同
じ
）
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
一
五
二
三
年
は
、
「
朱
子
晩
年
定
論
」
刊
行
後
七
年
で
あ
る
。
本
書
は

元
来
が
「
道
一
編
」
批
判
を
目
的
と
し
た
と
は
い
え
、
一
五
二
三
年
の
記
事
を
含
み
な
が
ら
、
「
朱
子
晩
年
定
論
」
に
ふ
れ
な
い
の
は
、
い

か
に
も
不
自
然
で
あ
る
。
待
考
。

　
と
も
あ
れ
、
「
閑
闘
録
」
は
、
ひ
と
え
に
程
敏
政
の
「
道
一
編
」
を
真
向
か
ら
批
判
し
た
朱
子
学
者
の
反
駁
書
で
あ
る
。
程
瞳
は
「
道
一

編
」
に
展
開
さ
れ
た
朱
陸
早
異
晩
同
論
を
反
駁
す
る
に
あ
た
っ
て
、
程
敏
政
が
採
録
し
た
朱
黒
両
者
の
書
簡
に
特
に
留
意
し
つ
つ
、
更
に

語
録
を
も
併
せ
て
、
そ
の
年
次
を
考
証
し
て
、
朱
字
両
者
は
徹
頭
徹
尾
異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
「
道
一
編
」
の
立
論
を
根
底
か
ら

覆
え
そ
う
と
し
た
。
そ
し
て
巻
末
の
巻
十
に
十
三
条
の
朱
三
論
を
あ
げ
て
各
々
に
賛
否
の
論
評
を
加
え
て
い
る
。

　
程
瞳
は
、
新
安
の
朱
子
学
の
学
統
を
顕
彰
す
る
た
め
に
「
新
安
謹
奏
録
」
を
執
筆
し
た
後
に
、
同
じ
く
新
安
の
人
で
あ
る
程
敏
政
の
「
道

一
編
」
を
邪
説
曲
解
と
排
斥
し
た
の
が
、
こ
の
「
閑
旧
任
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
「
道
一
編
」
に
対
抗
し
た
、
朱
子
学
者
の
、
最
も
早
い

時
期
の
朱
子
学
護
教
の
回
書
で
あ
る
。
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王
陽
明
が
「
道
一
編
」
を
う
け
て
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
編
集
し
て
い
た
の
と
、
全
く
時
を
同
じ
く
し
て
、
程
瞳
は
逆
に
「
道
一
編
」

に
反
駁
す
る
た
め
に
「
閑
開
録
」
を
編
集
し
て
い
た
。
両
者
は
ど
も
に
「
道
一
編
」
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
も
、
相
互
に
没
交
渉
の
ま
ま
に
、

全
く
別
方
向
の
編
集
作
業
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
道
一
編
」
に
し
ろ
「
朱
子
晩
年
定
論
」
に
し
ろ
、
編
集
の
意
図
は
と
も
あ
れ
、
立
論
の
根
拠
と
し
て
不
可
欠
な
年
次
考
証
を
欠
落
し
て

い
た
こ
と
が
、
致
命
的
な
欠
陥
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
は
程
瞳
が
み
る
由
も
な
か
っ
た
「
朱
子
晩
年
定
論
」
は
と
も
あ
れ
、
王
陽
明
が
大

巾
に
依
拠
し
た
「
道
一
編
」
の
年
次
考
証
の
不
備
を
批
判
し
た
書
が
、
時
あ
た
か
も
「
朱
子
晩
年
定
論
」
と
同
時
に
編
集
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
閑
開
講
」
は
す
ぐ
に
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
後
に
「
道
一
編
」
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
朱
子
学
者
が
自
信
を
こ

め
て
批
判
し
た
の
は
、
ま
さ
し
く
、
こ
の
「
閑
關
録
」
が
指
摘
し
た
年
次
考
証
の
点
で
あ
る
。
清
々
の
朱
子
学
者
が
、
朱
蕪
の
年
譜
作
成

の
作
業
を
進
め
る
中
で
、
「
閑
關
録
」
が
顧
み
ら
れ
た
際
に
、
ま
ま
、
そ
の
考
証
の
甘
さ
が
責
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
（
王
白
田
、

朱
子
年
譜
考
量
）
、
「
閑
開
録
」
が
「
道
一
編
」
の
弱
点
を
鋭
く
二
戸
し
、
後
の
「
道
一
編
」
「
朱
子
晩
年
定
論
」
に
対
す
る
朱
子
学
者
の
批

判
の
基
本
的
方
向
を
既
に
先
取
り
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
も
し
、
「
閑
關
録
」
が
す
み
や
か
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
ら
、
王
陽

明
は
、
既
に
編
集
し
え
て
い
た
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
焼
棄
す
る
か
、
或
は
再
編
集
す
る
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
す
く
な
く
と
も
そ
の
ま

ま
で
は
刊
行
し
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
、
朱
子
学
者
の
「
道
一
編
」
「
朱
子
晩
年
定
論
」
批
判
、
ひ
い
て
は
「
朱
子
晩
年
定
論
」

出
現
以
後
の
朱
陸
論
は
、
別
様
の
展
開
を
示
し
た
で
あ
ろ
う
。

四
　
「
朱
子
晩
年
定
論
」
の
反
響

「
朱
子
晩
年
定
論
」
が
編
集
さ
れ
る
や
、

つ
い
て
は
、
衰
慶
麟
の
蹟
文
に
詳
し
い
。

王
陽
明
門
下
で
ひ
そ
か
に
、
し
か
し
熱
狂
的
に
読
ま
れ
、
そ
の
公
刊
の
実
現
を
み
た
経
緯
に
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「
の

明
陽王

．
し
か
し
、
朱
煮
が
晩
年
に
全
面
的
に
自
己
批
判
し
た
の
だ
、
と
い
う
提
言
は
、
朱
子
学
者
に
は
あ
ま
り
に
も
衝
戟
的
で
あ
っ
た
。
と
は

い
え
、
朱
蕪
に
悔
悟
の
言
表
が
あ
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
こ
の
「
朱
子
晩
年
定
論
」
に
対
し
て
、
い
ち
は
や
く
反
論
し
た
の
が
、
羅

整
奄
（
一
四
六
六
－
一
五
四
七
）
で
あ
っ
た
。
（
女
面
記
附
録
、
与
王
陽
明
書
e
）
。
も
と
も
と
、
王
陽
明
は
、
ま
ず
は
「
悔
悟
」
の
言
表
を
，
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摘
出
し
て
、
そ
れ
を
強
引
に
晩
年
の
も
の
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
確
た
る
根
拠
が
あ
っ
て
そ
れ
を
晩
年
の
定
論
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

だ
か
ら
、
朱
煮
が
何
歳
の
時
に
晩
年
定
論
を
確
立
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
到
底
、
明
言
し
え
な
か
っ
た
し
、
し
て
も
い
な

い
。
ま
た
、
贈
品
…
が
「
悔
悟
し
た
」
と
い
う
一
事
に
こ
そ
主
眼
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
必
要
も
認
め
な
か
っ
た
。
朱
蕪
が
晩
年
に
悔
悟
し

て
陸
象
山
に
同
調
し
た
と
い
う
「
道
一
編
」
の
主
張
を
踏
襲
し
て
、
悔
悟
の
言
表
を
あ
げ
て
晩
年
の
も
の
と
し
た
の
は
、
そ
れ
が
自
説
の

主
張
に
好
都
合
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
羅
整
蕎
は
「
朱
子
晩
年
定
論
」
の
弱
点
を
衝
い
て
、

　
所
謂
晩
年
と
は
断
ず
る
に
何
年
を
以
て
定
め
た
る
か
（
前
同
）

と
詰
問
す
る
。
よ
し
ん
ば
、
年
次
考
証
に
意
を
用
い
な
か
っ
た
王
陽
明
が
措
定
し
た
、
中
年
未
定
論
－
晩
年
定
論
が
、
た
と
え
具
体
的
年

次
が
不
明
な
ま
ま
で
あ
っ
て
も
、
も
し
、
た
ま
た
ま
年
次
の
顛
倒
が
な
か
っ
た
な
ら
、
ま
だ
し
も
弁
解
の
余
地
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

王
陽
明
が
中
年
未
定
論
と
し
た
「
集
註
」
「
或
問
」
と
晩
年
定
論
と
し
た
書
簡
と
の
年
次
が
逆
倒
し
て
い
た
。
そ
こ
を
羅
整
奄
は
批
判
す

る
。
王
陽
明
は
そ
れ
に
答
え
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
そ
の
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
為
る
や
、
蓋
し
已
む
得
ず
し
て
昂
り
。
中
間
の
年
歳
の
早
晩
は
、
誠
に
未
だ
考
え
ざ
る
所
有
り
。
（
然
れ
ど

　
も
）
必
ば
し
も
尽
く
は
晩
年
に
出
で
ず
と
錐
も
、
固
よ
り
晩
年
に
出
ず
る
者
多
し
（
伝
習
録
中
巻
、
答
羅
申
継
少
宰
書
）

王
陽
明
は
年
次
考
証
の
不
備
を
認
め
て
羅
整
奄
の
批
判
を
う
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
上
で
な
お
弁
解
し
て
い
る
が
、
羅
整
奄

は
年
次
の
早
晩
を
批
判
し
た
の
で
あ
っ
て
、
「
朱
子
晩
年
定
論
」
所
収
の
書
簡
が
分
量
的
に
晩
年
の
も
の
が
多
い
か
否
か
を
問
題
に
し
た

の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
王
陽
明
の
こ
の
弁
解
は
反
批
判
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
後
世
、
羅
整
理
は
、
朱
子
学
者
か
ら
、
そ
の
心
性
理
気

早
は
非
難
さ
れ
な
が
ら
も
、
こ
と
王
陽
明
批
判
、
と
り
わ
け
、
い
ち
は
や
く
「
朱
子
晩
年
定
論
」
の
杜
撰
さ
を
暴
露
し
た
人
と
し
て
、
常
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に
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
王
陽
明
に
非
を
認
め
さ
せ
た
そ
の
批
判
の
真
当
さ
の
故
で
あ

っ
た
。
こ
の
点
で
は
弁
解
の
余
地
の
な
か
っ
た
王
陽
明
は
、
こ
れ
に
続
け
て
「
夫
れ
道
は
天
下
の
公
道
な
り
、
学
は
天
下
の
公
学
な
り
」

と
名
言
を
吐
く
の
は
、
い
わ
ば
、
ひ
ら
き
な
お
り
で
あ
る
。
も
は
や
朱
蕪
を
借
り
て
自
ら
を
語
る
こ
と
を
や
め
て
、
今
後
は
あ
か
ち
さ
ま

に
自
説
を
展
開
す
る
こ
と
を
公
言
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
王
陽
明
が
羅
整
奄
の
非
難
に
屈
し
て
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
撤
回
し
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
も
と
も
と
「
晩
年
」

に
で
は
な
く
、
「
悔
悟
」
に
こ
そ
着
目
し
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
悔
悟
は
晩
年
で
あ
っ
て
こ
そ
好
都
合
だ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
立

論
に
不
備
が
あ
り
、
一
部
の
書
簡
が
中
年
未
定
論
の
時
期
の
も
の
で
あ
っ
た
に
し
ろ
、
晩
年
に
悔
悟
し
た
も
の
が
分
量
的
に
多
い
以
上
、

よ
り
晩
年
に
悔
悟
し
た
事
実
は
動
か
な
い
、
と
み
た
。
王
陽
明
の
先
の
弁
解
は
こ
の
こ
と
を
い
う
。
だ
か
ら
、
後
に
朱
子
学
者
周
道
通

（
一

l
八
五
一
一
五
三
二
）
か
ら
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
批
判
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
突
き
離
し
て
い
る
（
伝
習
録
中
巻
、
画
人
論

学
書
）

　
騒
士
蕎
ほ
ど
後
に
話
題
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
魏
荘
渠
（
名
校
、
字
如
才
、
一
四
八
三
－
一
五
四
三
）
も
ま
た
、
「
朱
子
晩
年

定
論
」
の
年
次
考
証
の
不
備
と
理
解
の
不
当
を
指
摘
し
て
、
い
う
。

　
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
ば
、
近
ご
ろ
始
め
て
こ
れ
を
見
る
。
年
の
先
後
、
論
の
異
同
を
計
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
た
だ
、
己
が
意
に
合
す

　
れ
ば
、
即
ち
こ
れ
を
収
載
す
る
の
み
（
荘
渠
遺
書
巻
三
、
与
余
子
積
）

「
朱
子
晩
年
定
論
」
の
核
心
を
つ
い
た
鋭
い
批
判
と
い
え
る
。
羅
整
巷
は
「
朱
子
晩
年
定
論
」
の
年
次
考
証
の
不
備
を
批
判
す
る
に
と
ど

ま
り
、
朱
烹
の
思
想
形
成
の
発
展
段
階
に
つ
い
て
ま
で
は
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
魏
荘
渠
は
続
け
て
、

　
文
公
の
、
心
学
を
論
ず
る
こ
と
凡
そ
三
変
せ
り

と
ま
ず
、
朱
烹
の
思
想
活
動
を
三
期
に
区
分
し
て
、
各
期
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
第
一
期
、
「
存
斎
記
」
（
朱
子
文
集
巻
七
七
、
糠
喜
…
二
九
歳
の
作
）
に
代
表
さ
れ
る
、
禅
学
を
学
ん
だ
少
年
期
。
第
二
期
。
李
延
平
に
あ



て飢
に

謝
定年

晩
子

陳
の

明
陽王

づ
て
主
潮
の
非
を
覚
り
、
張
南
軒
に
あ
っ
て
胡
五
畜
の
学
を
知
り
、
そ
の
察
識
黒
髪
説
を
是
認
し
た
、
「
中
和
旧
説
（
序
）
」
（
朱
子
文
集

巻
七
五
）
に
代
表
さ
れ
る
時
期
。
（
王
陽
明
が
「
晩
年
」
と
措
定
し
た
朱
烹
の
答
手
工
京
書
〈
朱
子
文
集
巻
四
十
〉
に
つ
い
て
、
念
書
蕎
も

「
集
註
」
「
或
問
」
以
前
の
も
の
と
し
た
が
、
魏
荘
渠
も
第
二
期
の
も
の
と
す
る
）
。
第
三
期
、
張
南
幸
の
影
響
か
ら
離
脱
し
て
中
和
旧
説

の
非
を
覚
り
、
巳
発
未
発
説
を
改
定
し
た
、
そ
れ
以
後
の
時
期
。
こ
れ
以
後
の
思
想
を
「
終
身
の
定
見
」
と
す
る
。
結
論
と
し
て
、

　
誉
れ
大
抵
、
（
朱
烹
）
先
生
は
、
そ
の
初
年
よ
り
固
に
已
に
卓
然
と
し
て
聖
学
に
志
有
り
。
然
ど
も
、
未
だ
、
言
語
文
学
の
為
め
に
工

　
夫
を
分
配
す
る
を
免
れ
ず
。
中
年
以
後
に
至
り
、
方
め
て
一
定
の
規
模
有
り
。
今
日
、
正
に
当
に
先
生
の
已
定
の
論
に
因
り
て
反
っ
て

　
そ
の
未
定
な
る
者
を
誼
す
べ
く
ん
ば
、
持
循
す
る
所
有
る
に
幾
し
（
同
前
）

と
い
う
。
つ
ま
り
「
朱
子
中
年
定
論
」
の
提
言
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
王
陽
明
の
、
中
年
未
定
論
－
晩
年
定
論
に
対
す
る
決
定
的
な
反
措
定

で
あ
る
。
羅
整
蕎
の
批
判
に
比
較
す
る
な
ら
、
独
自
の
三
段
階
発
展
説
を
提
示
し
て
、
王
陽
明
の
中
年
未
定
論
一
晩
年
定
論
を
覆
し
た
一

歩
進
ん
だ
反
論
で
あ
る
。

　
は
た
し
て
魏
荘
渠
の
王
陽
明
批
判
は
相
当
に
論
議
を
ま
き
お
こ
し
た
よ
う
で
、
王
陽
明
の
盟
友
黄
宗
賢
は
、
そ
の
あ
り
さ
ま
を
次
の
よ

う
に
の
べ
て
い
る

　
近
ご
ろ
、
京
師
の
朋
友
の
書
来
り
て
、
（
京
師
で
は
）
頗
る
学
術
の
異
同
を
論
じ
て
、
乃
ち
王
伯
安
・
書
置
才
を
以
て
是
非
を
為
す
。

　
（
王
）
伯
安
を
是
と
す
る
者
は
則
ち
（
魏
）
子
才
を
以
て
謬
り
と
為
し
、
（
魏
）
塗
立
を
是
と
す
る
者
は
則
ち
（
王
）
伯
安
を
以
て
非
と

　
為
す
、
と
。
（
石
龍
集
巻
十
七
、
復
李
遜
蕎
書
）

黄
宗
賢
そ
の
人
は
、
当
時
、
論
議
沸
騰
し
て
い
た
朱
陸
論
に
つ
い
て
は
、

　
区
区
、
朱
陸
の
辮
、
姑
ら
く
こ
れ
を
置
き
て
可
な
り
。
朱
（
喜
舳
）
果
し
て
此
に
益
有
ら
ば
、
則
ち
こ
れ
を
朱
（
烹
）
に
求
め
、
陸
（
象

　
山
）
果
し
て
此
に
益
有
ら
ば
、
則
ち
こ
れ
を
陸
（
象
山
）
に
求
む
。
要
は
皆
な
自
ら
そ
の
身
を
成
す
の
み
（
同
前
）

と
い
う
。
朱
陸
の
既
説
か
ら
自
由
に
な
っ
た
、
心
学
を
基
調
と
し
て
、
両
学
に
対
し
て
是
是
非
非
の
立
場
を
と
り
な
が
ら
、
魏
荘
渠
が
朱
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五
八

子
学
の
門
戸
の
見
に
執
着
し
て
い
る
と
み
て
、
陸
学
を
も
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
の
必
要
を
主
張
し
、
徒
ら
な
朱
陸
論
に
走
る
こ
と

を
戒
し
め
て
い
る
（
石
龍
集
巻
十
七
、
答
郡
思
抑
書
。
復
王
純
甫
書
e
。
参
照
）

　
程
敏
政
の
「
道
一
編
」
も
、
朱
烹
の
思
想
を
、
早
・
中
・
晩
の
三
変
と
み
た
訳
だ
が
、
秦
荘
渠
の
こ
の
朱
烹
心
学
三
変
説
が
彼
の
全
く

の
独
創
な
の
か
否
か
、
今
、
詳
か
に
し
え
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
王
陽
明
の
「
朱
子
晩
年
定
論
」
に
刺
戟
さ
れ
た
潮
曇
渠
が
、
朱
烹
の

思
想
形
成
を
発
展
的
に
と
ら
え
、
朱
喜
…
の
定
論
確
立
期
を
、
已
発
未
発
説
改
定
時
と
結
論
し
た
こ
と
は
、
後
に
清
初
の
朱
子
学
者
が
精
緻

な
朱
子
年
譜
研
究
の
結
果
え
た
、
今
日
、
定
説
と
さ
れ
て
い
る
、
四
十
歳
定
論
確
立
の
結
論
と
、
奇
し
く
も
符
合
す
る
。
魏
荘
渠
は
「
朱

子
文
集
」
「
朱
子
語
漏
」
が
あ
ま
り
に
浩
潮
な
こ
と
を
慮
っ
て
両
者
を
素
材
に
「
朱
子
遺
書
」
を
再
編
集
し
て
い
る
が
（
荘
渠
遺
書
巻
本
、

朱
子
遺
書
序
）
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
朱
烹
研
究
の
中
で
培
か
わ
れ
た
朱
烹
理
解
に
基
づ
く
こ
の
結
論
を
、
こ
の
時
期
に
既
に
提
出

し
え
た
こ
と
は
、
魏
荘
渠
の
見
識
の
卓
抜
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
陸
朧
其
、
三
縄
堂
日
記
、
巻
上
、
参
照
）

　
次
に
湛
甘
泉
の
「
朱
子
晩
年
定
論
」
に
対
す
る
反
応
を
み
よ
う
。
王
陽
明
か
ら
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
恵
贈
さ
れ
た
湛
甘
泉
は
答
え
て

次
の
よ
う
に
い
う

　
楊
仕
徳
至
り
、
並
び
に
諸
々
の
教
を
頷
く
。
忽
然
と
撲
壁
の
入
手
せ
る
が
若
し
。
そ
の
慰
沃
を
為
す
こ
と
量
る
ぺ
け
ん
や
。
諸
々
の
論

　
説
す
る
所
は
、
皆
な
認
れ
斬
新
自
得
の
語
な
り
。
「
朱
子
晩
年
定
論
」
の
一
編
に
至
っ
て
は
、
尤
も
独
見
た
り
。
（
朱
蕉
は
）
た
だ
、
前

　
一
裁
は
則
ち
言
語
に
溺
れ
、
後
一
図
は
言
語
を
脱
離
す
。
孔
子
の
所
謂
事
を
執
り
て
は
敬
の
、
内
外
一
致
せ
る
者
に
於
て
、
両
つ
な
が

　
ら
こ
れ
を
失
な
ふ
の
み
。
奨
進
を
承
く
る
の
意
、
極
め
て
厚
し
（
甘
泉
文
集
巻
七
、
答
陽
明
都
憲
。
な
お
、
甘
泉
文
録
巻
十
七
所
収
の

　
答
陽
明
都
憲
は
「
尤
為
独
見
」
を
「
似
為
新
見
」
に
作
る
）

さ
り
な
が
ら
、
湛
甘
泉
は
陸
象
山
を
丸
ご
と
尊
崇
す
る
世
の
論
調
に
同
意
し
な
い
。
か
と
い
っ
て
陸
象
山
を
禅
学
と
き
め
つ
け
る
排
陸
論

に
も
賛
同
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
誤
用
は
禅
学
で
は
な
い
に
し
ろ
、
一
黒
し
て
楊
慈
湖
の
真
禅
が
出
現
し
た
の
は
、
陸
象
山
に
も
責
任
が

あ
る
の
だ
か
ら
。
（
こ
う
考
え
た
湛
甘
泉
は
、
後
に
陸
象
山
と
楊
慈
湖
を
切
り
離
し
て
、
専
ら
楊
昔
様
批
判
を
展
開
し
た
の
が
「
楊
子
折



衷
」
で
あ
る
。
崔
銑
の
序
は
一
五
三
九
年
。
甘
泉
文
集
巻
二
十
四
、
参
照
）

　
今
や
、
薫
陸
と
も
に
問
題
が
あ
る
か
ら
に
は
、
世
の
朱
陸
是
非
論
を
越
え
て
、
更
に
程
明
道
に
ま
で
遡
及
し
て
「
中
正
の
学
」
を
志
向

し
た
の
が
「
遵
道
録
」
で
あ
る
。
（
甘
泉
文
集
巻
十
七
、
甘
泉
文
録
空
幕
、
叙
遵
再
録
、
参
照
。
因
み
に
遵
道
と
は
程
明
道
に
遵
う
こ
と
）
。

王
陽
明
が
一
五
一
八
年
七
月
に
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
公
刊
し
た
、
そ
の
わ
ず
か
九
ケ
月
の
後
の
一
五
一
九
年
三
月
に
湛
甘
泉
が
こ
の
「
叙

遵
選
録
」
を
執
筆
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、
湛
甘
泉
は
、
王
陽
明
か
ら
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
恵
贈
さ
れ
て
ま
も
な
く
「
遵
道
録
」
を
著

し
た
こ
と
に
な
る
。
更
に
湛
甘
泉
は
、
王
陽
明
が
中
年
未
定
論
－
晩
年
定
論
の
基
調
の
下
に
「
朱
子
晩
年
定
論
」
を
編
集
し
た
そ
の
ひ
そ

み
に
倣
っ
て
、
い
か
に
も
湛
甘
泉
ら
し
く
、
朱
烹
の
「
小
学
」
を
と
り
あ
げ
て
、

　
馨
れ
吾
の
編
む
所
の
者
は
、
朱
子
の
意
な
り
。
今
の
伝
ふ
る
所
の
者
は
、
朱
子
未
定
の
書
な
り
（
甘
泉
文
録
巻
六
、
古
小
学
序
、
愚
問
）

と
断
定
し
て
新
た
に
「
古
小
学
」
を
編
集
し
て
い
る
。
朱
子
学
と
陽
明
学
を
左
右
に
に
ら
み
あ
わ
せ
な
が
ら
、
独
自
の
路
線
を
歩
ん
だ
湛

甘
泉
の
本
領
の
一
端
が
う
か
が
え
よ
う
。

て飢
に

謝
定年晩子

珠
の

明陽
王

五
　
お
わ
り
に

　
南
宋
～
清
初
に
亘
っ
て
、
書
志
論
が
重
要
な
命
題
と
し
て
論
議
さ
れ
た
（
少
な
く
と
も
儒
学
徒
は
そ
う
考
え
た
）
。
こ
の
五
百
年
に
及

ぶ
避
暑
論
を
画
期
し
助
長
し
た
の
が
、
王
陽
明
の
「
朱
子
晩
年
定
論
」
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
朱
蕪
を
問
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ

ず
陸
象
山
を
問
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
か
ら
。
今
、
「
朱
子
晩
年
定
論
」
出
現
の
経
緯
、
そ
の
特
色
、
同
時
代
人
の
反
響
（
但
し
、
本
稿
で

明
ら
か
に
し
え
た
の
は
主
要
な
も
の
と
は
い
え
、
そ
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
）
を
み
て
き
た
が
、
実
は
「
朱
子
晩
年
定
論
」
論
は
、
む
し

ろ
王
陽
明
死
後
の
明
主
以
降
に
お
い
て
こ
そ
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
綱
を
記
せ
ば
、
羅
整
蕎
・
魏
荘
渠
な
ど
朱
子
学
者
の
正
鵠
を
得
た

反
論
が
既
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
王
門
派
下
で
は
「
朱
子
晩
年
定
論
」
の
基
調
は
継
承
さ
れ
た
。
更
に
王
門
の
枠
を
こ
え
て
、
朱
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〇

烹
が
晩
年
に
悔
悟
し
た
、
と
い
う
理
解
は
、
通
論
で
あ
っ
た
ふ
し
さ
え
あ
る
。
そ
れ
に
対
抗
し
て
朱
子
学
者
の
側
か
ら
実
に
多
く
の
反
論

書
が
編
著
さ
れ
た
。
中
で
も
陳
清
瀾
の
「
学
蔀
豊
明
」
が
そ
の
勢
い
に
拍
車
を
か
け
、
明
末
清
初
に
は
学
派
入
れ
乱
れ
て
、
朱
陸
論
、
「
朱

子
晩
年
定
論
」
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　
本
稿
が
い
わ
ば
序
説
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
後
の
動
向
を
具
体
的
に
提
示
し
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
怪
事
た
る
も
の
を
覚
え
る
が
、

し
か
し
、
「
朱
子
晩
年
定
論
」
出
現
前
後
の
朱
陸
論
を
ひ
と
ま
ず
明
ら
か
に
し
た
本
稿
は
、
そ
の
不
可
欠
な
基
礎
作
業
の
一
つ
で
あ
り
、

こ
の
後
の
朱
陸
論
、
「
朱
子
晩
年
定
論
」
論
の
解
析
は
、
別
心
を
待
ち
た
い
。

　
注（

－
）
　
「
道
一
編
」
以
前
の
朱
中
潮
に
つ
い
て
は
、
岡
田
武
彦
氏
「
薫
陸
同
異
源
流
考
」
（
目
加
田
誠
博
士
還
暦
記
念
・
中
国
学
論
集
、
所
収
、
其
刊
行
会
、

　
　
一
九
六
四
。
同
氏
「
王
陽
明
と
明
末
の
儒
学
」
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
〇
、
参
照
。

　
　
程
敏
政
の
「
道
一
編
」
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見
悟
氏
「
仏
教
と
陽
明
学
」
、
第
三
文
明
社
、
レ
グ
ル
ス
文
庫
所
収
。
　
一
九
七
九
。
が
、
そ
の
特
色
を

　
　
簡
要
に
説
明
し
て
い
る
。
参
照
。

（
2
）
　
陳
清
瀾
は
「
道
一
編
」
の
刊
本
に
つ
い
て
、
「
学
区
通
辮
」
前
編
巻
下
で
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
按
。
閲
台
者
。
称
道
一
編
。
有
功
於
朱
陸
。
為
之
翻
刻
。
以
広
伝
　
。

　
　
按
。
道
一
編
刻
本
。
今
有
二
。
一
徽
州
刻
者
。
程
篁
激
烈
著
原
本
也
。
一
福
州
刻
者
。
王
陽
明
門
人
所
脇
塞
別
本
也
。
別
本
節
去
辮
無
極
七
書
不

　
　
載
。
豊
亦
巳
覚
其
弊
。
而
為
之
掩
匿
耶
。

　
　
王
陽
明
の
門
人
最
双
江
の
、
最
双
江
集
巻
三
、
重
刻
道
一
黙
認
、
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
篁
増
先
生
。
当
天
下
群
琳
聚
訟
之
時
。
塁
壁
能
参
敬
二
家
之
学
。
曲
為
折
衷
。
著
有
此
編
。
非
惟
有
功
於
象
山
。
其
有
功
当
不
当
不
要
　
。
是
編
也

　
　
寂
焉
弗
伝
。
刻
前
山
不
知
其
何
在
。
上
騰
八
閾
。
暇
用
校
正
重
刻
之
。
倹
君
子
考
焉
。
前
節
去
無
極
吉
書
者
。
蓋
群
雲
二
塁
早
年
気
盛
之
語
。
其
於

　
　
尊
徳
性
之
学
。
亦
不
甚
切
云
。

　
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
陳
清
瀾
が
別
本
と
い
う
は
騒
評
議
刻
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。


